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含水中位、粘性中～強い。
暗灰色と褐灰色の互層状に色調む
らあり。

一部固結状呈す。

1:∴符選:・ 雫娩貝1:哭巳陵彊灸:

斜状に暗褐色の色調むらあり。

16.2m以深、砂層となり、16.3m以
深は黄灰色呈す。一部暗茶色に酸
化し、固緒状呈す。

基窪ぼ紹    体。
クサリ礫混入する。

所々礫の混入減少する。
20.0～20.3m間、砂層挟む
不規則に色調むらあり。

含水少ない。

記

事

含水中位、粘性中～強い。
斑点状に茶褐色の色調むらあり。

スコリア点在。
多孔質である。
植物根混在。
一部硬質化する。

5。 3m以深、粘上化して炭化物、軽
石粒混在。

含水中位、粘性中～強い。
斑点状に色調むらあり。

8m付近より、暗灰色呈し、腐植木
片混在。

含水中位、粘性中～強い。
上部9,8m付近まで、硬質化。以深
は粘土化する。
斑点状に色調むらあり。
9.3m付近、帯状に緑灰色となる。

い。粘土主体。
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